
中部横断自動車道リレーシンポジウム

第３回 テーマ：防災・医療

「強靱な県土へ
～中部横断自動車道の役割～」

山梨県

情報提供「防災医療面における中部横断自動車道の開通効果等」

山梨県県土整備部



 



中部横断自動車道の概要
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将来、中部横断自動車道の完成により、上信越自動車道を介して
太平洋と日本海を結ぶ、高速道路の南北軸が形成



中部横断自動車道の役割＜計画の位置付け・基本方針＞
山梨県

「山梨県広域道路交通計画」を策定し、安全・安心で活力と希
望にあふれる地域社会を構築するための県土づくりを促進
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山 梨 県 広 域 道 路 交 通 計 画

山梨県広域道路交通計画

広域的な道路交通の基本方針山梨県広域道路交通計画

１：広域道路交通ネットワーク計画

２：交通防災拠点計画



中部横断自動車道の役割＜広域道路交通ネットワーク計画＞
山梨県

【基本方針】
・山梨県の広域道路交通
ネットワーク計画は、右図
に示す４つの視点に基づ
き検討します。

●広域道路交通ネットワーク計画●

中部横断自動車道は、新東名、中央道、上信越道を結び、太
平洋側と日本海側を結ぶ横断実が多重化され高速道路ネッ
トワークが強化

■広域道路に求められる機能・役割■

●道路交通の基本計画●

１．広域道路交通ネットワーク計画
方針１ 活力あるやまなしの想像に向けたみちづくり

施策１ 広域的な交流・連携を促進する高速道路基盤の構築・強化
施策２ 拠点間を円滑に連絡し、地域産業の発展を支える道路輸送網の整備・強化
施策３ 広域観光周遊ルートの形成と観光拠点へのアクセス性向上

方針２ 県民の安全と安心をまもるみちづくり
施策４ 災害においても確実に機能する強靱な広域道路ネットワークの確保

高速交通
基盤強化

観 光
振 興

物 流
効率化

防災・減災
国土強靭化

活力・快適
安全・安心

広域道路については、
①平常時・災害時を問わない安定的な輸送
②交通事故に対する安全性
③自動運転等の将来のモビリティへの備え

が求められ、高規格道路については、より高い定時性が求められます。
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甲府都市圏の連携を強化する環状道路

基本軸を補完し、地域・拠点間の連携を強化する道路ネットワーク軸

リニア中央新幹線
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●広域道路ネットワーク図（ビジョン図）●広域道路交通ネットワーク計画



中部横断自動車道の役割＜交通・防災拠点計画＞
山梨県

さらに、県民生活のさらなる豊かさの実現に向けて、高速道路
等の幹線道路をアクセス路とする防災活動拠点の整備が必要

●交通・防災拠点計画●

２．交通・防災拠点計画
方針１ 誰もが使いやすい交通拠点

施策１ 交通結節点の整備強化
方針２ 災害時の避難や救援を支える防災拠点

施策２ 防災活動拠点の整備・強化

●広域応援受入イメージ図●

●道の駅等の防災活動拠点機能の強化
南海トラフ巨大地震や富士山噴火などの大規模災害、頻発する風水害、雪害への
備えとして、県内の道の駅などにおいて、ソフト・ハード両面のさらなる防災機能の
強化を行います。

■防災機能拡充事例：道の駅しらね

■防災拠点の機能強化
「山梨県大規模災害時における応援受入計画」では、南海トラフ自身ひゃ風水害等の災害発

生時の活動拠点として、国道や高速道路沿いの公園１1箇所を防災活動拠点に指定しており、
今後さらなる防止機能強化を図ります。

■道の駅 富士川
道の駅「富士川」は、静岡、長野、東京方面からの自衛隊や消防等の広域支援部隊の集結拠

点であり、峡南地域への進出拠点や各防災活動拠点の指令拠点、また、被害状況に応じて各
防災活動拠点と連携し、物資などの支援拠点でもあります。さらに、大規模水害時には、道の
駅「富士川」と隣接する河川防災ステーションと一体とした水防・復旧活動拠点となります。
また、重要物流道路や代替・補完路との関係では、中部横断自動車道や国道52号なでに接

続しており、１方向のみのアクセスだけではなく、多くの方向からのアクセスが可能となって
おります。 5

交通・防災拠点計画



中部横断自動車道の開通効果 ＜救急医療活動の効果＞
山梨県

中部横断自動車道開通により、峡南地域から第三次医療施
設（県立中央病院）への救急搬送時間が大幅に短縮
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【峡南地域の第三次医療施設1時間カバー人口】 （出典：関東地方整備局）

【南部町役場～山梨県立中央病院の所要時間】

中部横断自動車道の整備により、周辺地域から第三次医療施設までの所
要時間が短縮される

山梨県及び静岡県内の第三次医療施設まで１時間以内で搬送可能な県域
が拡大し、救命率の向上が見込まれる

南部町役場



中部横断自動車道（長坂～八千穂） 【調査中】
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○ミッシングリンクとなっている中部横断自動車道（長坂～八千穂間）は、

早期事業化に向けた沿線地域の期待が高まっている

・早期整備を求める要望書の提出
沿線3地区より（R3.8）

・地元主催で早期整備を
求める会を開催（R1.6）

沿線10市町村議会に
よる早期実現を求める
意見書（R4.3）

・早期整備を求める要望書の提出
3市長より（R3.8）

【沿線地域の活動など】

・山梨、長野の沿線10市町村により
早期事業化を求める懇話会を設立（R4.1）

・北杜市中部横断自動車道
建設促進期成同盟会設立（R4.5）
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